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令和６年教育委員会 第１回定例会 

 

１ 日  時  令和６年１月２５日（木） １３時３０分開会 １５時２０分閉会 

 

２ 場  所  教育委員会庁舎１階 第１会議室 

 

３ 出席委員  教育長              林   秀 樹 

教育委員             小 澤 倭文夫 

教育委員             常 見 幸 司 

教育委員             黒 田 仁 美 

教育委員             吉 田 敬 徳 

 

４ 欠席委員  なし 

 

５ 出席職員  教育部長             鈴 木 健 介 

教育部次長            野 呂 武 志 

学校教育支援室長         谷 口  剛 

学校教育支援室主幹（教育課程・研修担当） 菊 野 幸 治 

生涯学習課長           山 澤 亮 司 

教育総務課長           森 田 裕 規 

教育総務課総務係長        松 本 義 雄 

教育総務課総務係         藤 原 博 貴 

 

６ 傍 聴 人  なし 

 

７ 議  題 

 

議案第１号 小樽市生涯学習プラザ運営協議会委員の委嘱案 

議案第２号 学校職員の処分内申について 

議案第３号 学校職員の訓戒について 

報告第１号 令和６年度全国学力・学習状況調査について 

報告第２号 令和６年小樽市二十歳を祝う会について 

報告第３号 令和５年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査結果について 

その他   寄附採納について 
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８ 議  事 

 

教育長   ただ今から、教育委員会第１回定例会を開会いたします。 

本日の会議の議事録署名委員に、小澤倭文夫委員を指名させていただきます。 

はじめに、お諮りいたします。 

「議案第２号 学校職員の処分内申について」及び「議案第３号 学校職員の訓戒につい

て」は、会議規則第１３条第１項第２号により、「報告第３号 令和５年度全国体力・運動能

力・運動習慣等調査結果について」は同項第５号により、それぞれ非公開とし、議事録につ

いては結果のみ記載することとし、最後に審議していただきたいと思いますが、それでよろ

しいでしょうか。 

 

各委員  （異議なし） 

 

教育長   では、そのように進めさせていただきます。 

それでは、「議案第１号 小樽市生涯学習プラザ運営協議会委員の委嘱案」の説明をお願い

します。 

 

議案第１号 小樽市生涯学習プラザ運営協議会委員の委嘱案 

 

生涯学習課長  「議案第１号 小樽市生涯学習プラザ運営協議会委員の委嘱案」について御説明いた

します。 

今回の委嘱につきましては、令和６年２月１９日で現委員の任期が満了となるため、新た

に委嘱するもので、任期は令和６年２月２０日から令和８年２月１９日までの２年間となり

ます。 

この運営協議会については、資料３枚目の小樽市生涯学習プラザ条例第１５条のとおり、

プラザの円滑な運営を図るため、委員会に生涯学習プラザ運営協議会を置くことになってお

り、年に１度、例年３月に協議会を開催しております。 

また、運営協議会の委員は、下段の「小樽市生涯学習プラザの管理及び運営に関する要綱」

にありますとおり、学識経験者及びプラザ利用者のうちから委嘱することになっております。 

資料１枚目が新委員、２枚目が旧委員の一覧表となっており、交代する委員をゴシック体

で表記しております。 

交代する委員でありますが、小樽市文化団体協議会から推薦されていた篠宮武子氏に代わ

り、新たに佐藤比佐子氏が推薦されたことから、委員を交代するものであります。 

また、それ以外の委員につきましては、推薦委員の変更もなく、確認したところ、皆様に

再任していただけるとのことでしたので、こちらの８名に委嘱する案となっております。 

以上、御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

教育長   本件に関しまして、御質問・御意見等ございましたらお願いします。 
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各委員  （なし） 

 

教育長   よろしいでしょうか。 

      ２年に１度の委員の交代ということで、１名の方だけ新任の方がおられますけれども、あ

との７名の方については継続してお引き受けいただけるということで、８名の方で運営して

いただくということで進めたいと思っております。 

それでは、本件を了承したいと思います。 

続きまして、「報告第１号 令和６年度全国学力・学習状況調査について」の説明をお願い

します。 

 

報告第１号 令和６年度全国学力・学習状況調査について 

 

学校教育支援室主幹（教育課程・研修担当）  「報告第１号 令和６年度全国学力・学習状況調査に

ついて」御報告いたします。 

令和６年度の調査実施日は４月１８日となっており、調査対象は小学校第６学年と中学校

第３学年の全児童生徒、調査内容の教科に関する調査は、小学校は国語と算数、中学校は国

語と数学となっており、これまで同様に生活習慣や学習環境等に関する質問調査と学校に対

する質問調査も実施されます。 

令和５年度からの主な変更点としましては、４の（１）の教科に関する調査では、令和６

年度は中学校における英語の調査が実施されないこととなります。 

４の（２）の生活習慣や学習環境等に関する質問調査につきまして、令和６年度は全ての

学校でオンライン方式での実施となります。 

実施時期につきましては４月１０日から４月３０日までに、日程を学校ごとに分散して実

施することとされております。 

学校質問調査は、今年度同様にオンライン回答方式で、４月に実施されるという予定にな

っております。 

５の時間割ですが、実施要領に基づき基本的なモデルをお示ししておりますが、児童生徒

質問調査については、日程を分散して行いますので、４月１８日が調査日ではない場合は、

各学校の実情に応じて、指定された日に実施することとなります。 

６にありますように、令和６年度は経年変化分析調査があります。 

この経年変化分析調査は抽出調査であり、全国的な学力の状況について、経年の変化を把

握・分析し、今後の教育施策の検証・改善に役立てることを目的として行われるものです。 

対象は小学校第６学年及び中学校第３学年で、期間は令和６年５月１３日から６月２８日

までの期間中に、抽出の対象となった学校が実施可能な日に、調査を実施することとなり、

教科は小学校は国語又は算数、中学校は国語、数学又は英語の各１教科となります。 

また、７にありますように、抽出された学校については、調査を受けた児童生徒の保護者

が対象となる、保護者に対する調査も併せて実施されます。 

この調査については、家庭状況と学力等の関係について、経年の変化を把握・分析し、今

後の教育施策の検証・改善に役立てることを目的として行われるものです。 
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内容は、児童生徒の家庭における状況、保護者の教育に関する考え方等に関することとさ

れ、期間は経年変化分析調査と同様となります。 

なお、抽出される学校については、後日連絡が来ることとなっております。 

市教委としましては、調査実施に向けて、各学校との連携を図り、本調査を円滑かつ確実

に実施することができるよう、体制の整備を行ってまいりたいと考えております。 

以上であります。 

 

教育長   本件に関しまして、御質問・御意見等ございましたらお願いします。 

 

各委員  （なし） 

 

教育長   令和６年度は教科が国語と算数・数学だけということで、英語や理科は入っていないです

が、英語や理科は３年に１度でしたか。 

 

学校教育支援室主幹（教育課程・研修担当）  ３年に１度で動いておりまして、コロナで若干ずれ込

んだというのがありますが、スケジュールとしては令和７年度に理科が入ってくることにな

ります。 

 

教育長   英語をやったのは令和５年度でしたか。 

 

学校教育支援室主幹（教育課程・研修担当）  はい。 

 

教育長   分かりました。 

      他に何かございませんか。 

 

各委員  （なし） 

 

教育長   それでは、本件を終了させていただきます。 

続きまして、「報告第２号 令和６年小樽市二十歳を祝う会について」の説明をお願いしま

す。 

 

報告第２号 令和６年小樽市二十歳を祝う会について 

 

生涯学習課長  「報告第２号 令和６年小樽市二十歳を祝う会について」報告いたします。 

資料を御覧ください。 

１月７日（日）に小樽市民会館を会場に、「令和６年小樽市二十歳を祝う会」を開催いたし

ました。 

教育委員の皆様方には、記録的な大雪となった悪天候の中、御出席いただきまして、大変

ありがとうございました。 
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突然の大雪の影響で、道路の渋滞や交通機関の乱れなどがあったと聞いておりますが、資

料で御説明しますと、式典、アトラクションとして初めて実施した潮太鼓の打演、会場で実

施した抽選会、中学校の恩師からのメッセージビデオ、そして祝賀行事として実施した記念

写真コーナーの設置と、４年ぶりにコロナ前の体制で実施した内容については、大きなトラ

ブルもなく終えることが出来ました。 

対象者は、市内に住民票のある該当年齢の人数になりますが、昨年１１月１日現在で８６

４人、実際に式典に出席した参加者数は５６６人で、６５．５％の参加率となりました。 

事前申し込み無しで会場に来られた方にも出席していただいておりますので、申込者数と

いうのは参考情報になりますが、市内の住所で申し込んだ方が４８０人、札幌市をはじめ市

外の方が８５人となっております。 

高校の卒業式がコロナ禍で実施されていたこともあり、会場に来られる御家族が増えるか

もしれないと思いましたが、御家族の方はコロナ禍前と同じく１０名程度でありましたので、

会場内での混乱も特にございませんでした。 

参加された二十歳の皆様は、友達と久しぶりに会うことができ、また、抽選会や恩師から

のメッセージビデオを見て、大いに盛り上がってくれましたので、無事開催することができ

て本当に良かったと思っております。 

会場周辺の道路の除雪は、当日早朝と午前中に実施してもらい、市役所からの歩道の除雪

も早朝に実施してもらっていましたが、式典開始前には完全に雪で埋まっておりました。 

歩道の除雪まで手が回らなかったことについては、申し訳なかったと思っております。 

余談になりますが、匿名の市民の方から、「大雪で車が何台も雪にはまって動けなくなって

いる中、式典帰りの男の子たちが通りがかり、スーツ姿で一生懸命車を押して助けているの

を見た。小樽市の若い世代の方々は本当に素晴らしいと胸が熱くなった。」というメールが届

いておりましたので、御紹介させていただきます。 

二十歳を祝う会についての御報告は、以上となります。 

 

教育長   本件に関しまして、御質問・御意見等ございましたらお願いします。 

 

各委員  （なし） 

 

教育長   本当に大変な雪の中、御出席いただきましてありがとうございました。 

      久しぶりのフルコースでの開催であり、出席者も非常に落ち着いた感じで行事に参加され

ていたという印象があり、素晴らしい祝う会になったと思っております。 

      その他何かございませんでしょうか。 

 

吉田委員  二十歳を祝う会の時に、青年会議所の方が誘導など色々とお手伝いされていたかと思うの

ですが、終わった後にそうした方とのヒアリングなどはあったのでしょうか。 

 

生涯学習課長  まだできておりませんので、改めてそのあたりは確認してみたいと思います。 

      当日はばたばたで、挨拶も十分にできないまま終わってしまっておりましたので、何か課
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題があればお聞きしたいと思っております。 

 

吉田委員  実は私の方で当日、担当の方にどうだったか聞いたんですけど、基本的には問題なくスム

ーズに行われたということでしたが、細かいところで何点か声が挙がっていたことがありま

した。 

      まず、潮太鼓の方に控室を聞かれた際に、役所の方に繋いだんですけれど、特定の方しか

場所を知らなかったので、たらい回しにされてしまったということがあったというのが一点。 

      二階の写真コーナーに開会前に案内された方がいらっしゃったみたいで、後から追いかけ

たみたいなんですけれど、撮影してあげる方がいなかったということがあったそうです。 

      あと、成人の方からだと思うのですが、撮影会場の雰囲気を少し寂しく感じていらっしゃ

った方がいたということで、もう少し華やかにするか、もしくは人力車だけでも良いのかな

という意見がありました。 

それから、もう一点が開会前にホール内で何かＢＧＭが流れていると良いのではないかと

いうことで、待っている間にシーンとなってしまって、せっかくのお祝いの場面なのに暗く

なってしまうと、特にここは強く感じたという声がありました。 

      それ以外に関しては、本当にスムーズに行われて良かったと思うのですが、やはりその時

その時の現場でしか感じないこともあると思いますし、毎年子供の数が減っていったり、毎

年教育委員会の方で色々な催しを考えられて一生懸命されていると思いますので、ぜひ可能

であれば終わったあとに、メールなどでもかまわないと思いますので、何かお気づきのこと

があれば教えてくださいということがあれば、色々な情報を引き出すことができて、来年以

降のより良い形の祝う会に繋がると思いますので、もし可能であれば、ぜひ来年以降検討し

ていただければと思います。 

      以上です。 

 

生涯学習課長  ありがとうございます。 

 

教育長   ありがとうございます。 

      本当に貴重な意見ですよね。 

      ちょっとしたことなんだけど、それによって出席者が安心して色々な行動に移せるという

ことになるので、意見を踏まえて来年に向けて対応を検討していただければという風に思い

ます。 

      ＢＧＭ一つにしても、雰囲気を和ませるようなお祝いらしい曲をかけるだけでも大分違う

ような感じがしますよね。 

どれもやれることだと思うので、色々やってみて、改善できるものは改善していければい

いかなと思っております。 

 

生涯学習課長  終わったあとは随時、皆様から意見を聞けるようにしていきたいと思います。 
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教育長   来年に活かしていただければという風に思います。 

      他にございますでしょうか。 

 

各委員  （なし） 

 

教育長   よろしいでしょうか。 

それでは、本件を終了させていただきます。 

続きまして、その他の報告で、「寄附採納について」の説明をお願いします。 

 

その他 寄附採納について 

 

教育総務課長  寄附が３件ございましたので、御報告いたします。 

１件目は、美術品についてです。２ページ目になりますが、例年と同様に市立小樽美術館

資料収蔵委員会において審査を行った上で、今年度は２０点、総額８,０９２万５，０００円

相当の美術品について、令和５年度分の寄附として受け入れることになったものです。 

昨年は３,０００万円ぐらいで、一昨年は７００万円ぐらいなのですが、今年度は非常に高

額となっております。 

一因としましては、２ページ目の寄附作品一覧の表の中にあるように、９番目からの福井

爽人さんの作品がかなり高額になっております。 

４ページ目以降に、福井先生の作品のうち今回高額になっているものを６点載せておりま

すが、それぞれが１,０００万円以上の金額となっていて、最後に載せた作品が１,６００万

円の評価額となっております。 

ここに載せた作品は比較的最近描かれたもので、御本人から御寄附いただいている形にな

っております。 

この６点で７,６００万円くらいの金額になっておりますので、今回はこれらの作品が評

価としては高いという形となっています。 

２ページ目に戻っていただくと、今回は４名の作品の寄贈者を記載させていただいており

ますが、それぞれ作家略歴を３・４ページ目に記載しております。 

いずれの作家も小樽または後志にゆかりのある方ということで、寄贈が認められていると

いう形になってございます。 

１ページ目に戻っていただいて、２件目は匿名の方から、美術館運営のために５０万円の

御寄附をいただいております。 

こちらは御親族が美術館に関係をする方ということで、その御縁から御寄附をいただいた

という風に聞いております。 

３件目は、志和裕様から、小樽市交通災害遺児奨学資金基金に１万円を御寄附いただきま

した。 

志和様からは平成１２年より御寄附をいただいており、先月に引き続き今回で４４回目、

総額は４９万円となります。 

説明は以上です。 
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教育長   何か御質問等ございますでしょうか。 

 

各委員  （なし） 

 

教育長   よろしいでしょうか。 

      今回御縁があって、作品や美術館に関連する御寄附をいただいたということで、特に福井

先生は著名な方で、小樽で生まれたわけではないんですが、小樽で育って潮見台中学校に通

い、潮陵高校に途中まで通って、お父さんの転勤に伴い札幌に行って、それから東京芸大に

進まれて、そこの教授をされて退官されて、今は名誉教授をされているそうです。 

      作品を見てもソフトなタッチで、非常に独特な作品を描かれている方で、何かぼわっとし

たイメージがあるということを福井先生に直接にお会い時にお話ししたら大層よろこんで

いただいて、そんな御縁もあって寄附していただけるということになりまして、たぶん小樽

美術館の中で一番高額な作品ではないかなという風に思っているところです。 

      今後、どういう風にして展示会をやっていくのかということを、これからしっかりと企画

をしていかないといけないと思っております。 

      貴重な作品ということもあり、美術館も収蔵するところが古い施設ですから、厳しいとこ

ろがありますので、大切に保管しないといけないなと思っているところです。 

何か御質問等ございますでしょうか。 

 

各委員  （なし） 

 

教育長   よろしいでしょうか。 

      ありがたく頂戴して、大切に保管させていただきたいと思います。 

それでは、本件を終了させていただきます。 

それでは、ただ今から非公開の審議に入りますので、報道関係者及び傍聴者の皆様には御

退席をお願いいたします。 

 

＜非公開の審議開始＞ 

 

報告第３号 令和５年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査結果について 

 

学校教育支援室主幹（教育課程・研修担当）から、「令和５年度全国体力・運動能力・運動

習慣等調査結果について」説明し、小澤委員・常見委員・黒田委員から意見、吉田委員から

質問があったほか、全委員一致により了承した。 

 

教育長   それでは、ただ今から人事案件の審議に入りますので、関係者以外の皆様は御退席をお願

いします。 

 

      ＜部長／部次長／室長／教育総務課長以外 退室＞ 
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議案第２号 学校職員の処分内申について 

 

教育総務課長から、「学校職員の処分内申について」説明し、全委員一致により可決した。 

 

議案第３号 学校職員の訓戒について 

 

教育総務課長から、「学校職員の訓戒について」説明し、全委員一致により可決した。 

 

＜非公開の審議終了＞ 

 

教育長   以上で、教育委員会第１回定例会を閉会いたします。 


